
遠
光
の
子
南
部
光
行
が
奥
州
へ
下
向
し
た
の
は
、
建
久
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
波
木
井
南
部
に
実
長
を
残
し
、
他
の
五
人
を
同
道
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
人
実
光
が
盛
岡
南
部
を
名
の
り
、
嫡
家
筋
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
身
延
山
の
大
檀
越
実
長
は
甲
州

波
木
井
に
住
し
旧
八
戸
祖
、
遠
野
南
部
の
祖
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
子
孫
と
身
延
山
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
今
回
考
察
し
た
。

実
長
四
代
の
孫
師
行
は
、
北
畠
顕
家
と
共
に
延
元
三
年
戦
死
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
五
代
続
い
て
南
朝
に
忠
誠
を
尽
く
し
て
い
る
。
七

代
信
光
は
神
郷
の
領
主
神
大
和
守
に
波
木
井
の
城
を
せ
め
ら
れ
た
時
、
逆
に
神
大
和
守
を
打
ち
破
る
と
い
う
戦
果
を
上
げ
、
そ
の
報
償
と

し
て
神
郷
の
半
分
を
賜
う
と
い
う
後
村
上
天
皇
の
輪
旨
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
八
代
政
光
の
時
、
一
族
を
連
れ
て
八
戸
へ
移
り
旧
八

戸
南
部
を
継
承
、
そ
れ
を
契
機
に
南
部
家
と
身
延
山
は
不
通
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
１
）

南
部
嫡
家
二
十
九
代
重
信
は
七
戸
隼
人
と
称
し
て
い
た
が
、
二
十
八
代
重
直
が
世
子
を
定
め
ず
卒
去
し
た
た
め
藩
内
は
騒
然
と
な
っ
た
。

江
戸
城
内
に
お
い
て
南
部
藩
を
二
分
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
十
万
石
で
あ
っ
た
南
部
藩
は
八
万
石
の
南
部
藩
と
二
万
石
の
八
戸
藩
と
に
分

割
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
重
信
は
二
十
七
代
利
直
の
五
男
で
あ
る
が
、
利
直
の
第
七
子
直
房
（
中
里
数
馬
）
が
二
万
石
を
継
ぐ
こ
と
と

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

遠
野
南
部
家
と
身
延
山

ｌ
江
戸
中
期
を
中
心
に
し
て
Ｉ

一
は
じ
め
に

奥
野
本
洋
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遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

な
っ
た
。
実
長
の
流
れ
の
師
行
は
国
司
代
の
時
、
八
戸
に
根
城
を
築
き
、
南
北
朝
合
一
後
は
波
木
井
の
本
拠
を
離
れ
、
八
戸
根
城
に
定
住
。

（
２
）

そ
の
為
八
戸
南
部
と
呼
ば
れ
る
が
、
嫡
家
が
二
分
さ
れ
盛
岡
南
部
、
八
戸
南
部
に
分
割
の
後
は
、
旧
八
戸
南
部
を
遠
野
南
部
と
称
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

八
戸
か
ら
遠
野
に
移
封
さ
れ
た
の
は
二
十
二
代
彌
六
郎
直
義
の
時
代
、
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
三
月
の
事
で
あ
る
。
南
部
彌
六
郎
の

名
は
、
実
長
が
彌
六
郎
と
称
し
て
い
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
江
戸
時
代
彌
六
郎
の
名
は
南
部
藩
を
代
表
す
る
名
と
し
て
そ
の
名
声
を

残
し
稔
彌
六
郎
直
義
は
嫡
家
筋
か
ら
も
信
頼
厚
く
、
十
九
才
で
遠
野
南
部
を
継
い
だ
後
、
七
十
四
才
で
亡
く
な
る
ま
で
五
十
余
年
間
に

わ
た
り
当
主
と
し
て
勤
め
た
こ
と
と
な
る
。
廷
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
直
義
の
死
後
、
二
十
三
代
を
相
続
し
た
の
は
長
子
三
五
郎
義
長
で

ね
ね

あ
る
。
先
代
直
義
は
新
田
家
か
ら
の
養
子
で
あ
っ
た
が
、
義
長
の
母
は
二
十
代
直
政
と
二
十
一
代
清
心
尼
子
子
と
の
間
に
生
ま
れ
た
千
代

（
４
）

で
あ
っ
た
た
め
、
遠
野
南
部
の
嫡
流
を
継
ぐ
に
は
最
高
の
血
筋
で
あ
っ
た
。
義
長
の
時
代
、
徳
川
第
五
代
綱
吉
が
各
大
名
に
家
系
図
譜

の
提
出
を
命
じ
、
そ
の
結
果
義
長
も
伝
家
の
諸
文
書
を
整
理
し
、
遠
野
南
部
家
の
祖
、
波
木
井
六
郎
実
長
が
身
延
山
の
大
檀
越
で
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
身
延
と
の
関
係
は
二
十
二
代
直
義
が
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
夏
、
久
遠
寺
の
二
十
九
世
隆
源
院
日
莚

上
人
の
伐
幡
、
書
状
を
以
て
音
信
が
復
活
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
五
月
に
は
三
十
一
世
日
脱
上
人
ご
自
筆
の
曼
茶
羅
本
尊
を
南
部
家

に
さ
し
あ
げ
て
い
る
ｏ
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
南
部
藩
は
幕
府
か
ら
江
戸
の
火
消
し
役
を
命
ぜ
ら
れ
ふ
が
、
藩
主
重
信
は
老
齢
に
し
て

そ
の
任
に
耐
え
な
い
と
い
っ
て
一
門
の
義
長
に
代
理
を
さ
せ
て
い
る
。
義
長
が
江
戸
詰
め
で
あ
っ
た
頃
、
谷
中
瑞
林
寺
に
お
い
て
日
脱
に

拝
謁
し
御
太
刀
の
目
録
と
銀
馬
代
を
進
上
。
義
長
は
遠
野
南
部
家
随
一
の
名
君
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
身
延
山
に
も
使
者
を
派
遣
し
、
実

二
南
部
彌
六
郎
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と
あ
る
。
身
延
三
十
二
世
智
寂
省
師
が
義
論
の
病
気
平
癒
の
祈
念
を
し
、
そ
の
お
布
施
と
し
て
太
刀
と
そ
の
鑑
定
書
、
並
び
に
銀
馬
代
を

い
た
だ
い
た
御
礼
状
で
あ
る
。
く
わ
し
く
は
使
い
の
者
（
代
参
者
）
に
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
元
禄
十
二
年
（
一

六
九
九
）
五
月
二
十
二
日
付
の
書
簡
で
あ
る
が
、
そ
の
二
日
前
の
五
月
二
十
日
付
の
「
一
四
八
久
遠
寺
當
番
知
法
院
書
状
」
に
は
、
八
戸

彌
六
郎
様
御
内
鳥
屋
部
六
郎
右
衛
門
に
宛
て
た
身
延
當
番
知
法
院
の
手
紙
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
紙
か
ら
、
使
い
の
者
（
代
参
者
）

が
鳥
谷
部
六
郎
右
衛
門
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
手
紙
の
内
容
は
智
寂
省
師
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
「
御
馬
代
白
銀
三
拾
両
」
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
元
禄
十
二
年
頃
に
活
躍
し
た
身
延
當
番
役
の
知
法
院
と
は
、
『
身
延
山
坊
跡
録
』
を
調
べ
て
み
る
に
、
大
林
房

十
六
世
の
智
法
院
日
秀
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
智
法
院
は
脱
師
門
人
で
あ
り
、
元
禄
十
五
年
五
十
九
才
で
遷
化
し
て
お
り
元
禄
十
二
年

に
は
五
十
六
才
で
あ
っ
た
。
義
論
は
智
寂
省
師
の
手
紙
を
見
る
こ
と
な
く
五
月
二
十
一
日
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
亡
く
な
る
三
日
前
、

五
月
十
八
日
の
日
付
で
義
論
は
中
野
吉
兵
衛
、
漆
戸
甚
左
衛
門
、
桜
庭
十
郎
右
衛
門
に
宛
て
「
後
嗣
之
願
害
」
を
書
い
て
い
篭
「
難
得

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

長
と
久
遠
寺
と
の
関
係
の
事
実
を
調
査
し
、
旧
誼
を
回
復
し
た
と
い
わ
れ
る
。

義
長
は
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
六
月
二
十
八
日
、
四
十
八
才
で
亡
く
な
り
、
そ
の
後
を
義
論
が
相
続
し
て
い
る
。
そ
の
時
義
論
は
年

わ
ず
か
七
才
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
令
で
政
治
を
つ
か
さ
ど
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
家
老
・
重
役
た
ち
の
協
議
で
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

義
論
は
十
二
年
間
の
治
政
を
行
な
い
十
八
才
の
若
さ
で
亡
く
な
る
が
、
病
気
平
癒
を
身
延
山
に
依
頼
し
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
『
南

部
家
文
書
』
．
四
九
久
遠
寺
日
省
書
状
」
に
は
、

未
得
御
意
候
得
共
、
一
翰
致
啓
上
候
、
先
以
御
所
労
之
趣
承
及
、
無
心
元
令
存
候
、
尤
御
保
養
専
要
存
候
、
然
者
為
御
祈
念
、
太
刀

折
紙
銀
馬
代
被
遣
、
則
備
祖
師
之
御
宝
前
、
御
病
悉
除
之
御
祈
祷
致
候
、
委
曲
者
御
使
者
可
為
演
説
候
間
、
不
能
細
毫
候
、
恐
憧
謹

二
一
口
」
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快
気
」
と
願
事
の
串

い
た
も
の
で
あ
る
。

義
論
は
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
十
月
十
五
日
十
七
才
で
元
服
、
二
十
五
代
利
戯
も
同
年
元
服
式
を
済
ま
せ
て
い
る
望
塞
亜
」
き
後
、

（
８
）

後
継
ぎ
の
男
子
が
な
か
っ
た
た
め
、
本
家
で
か
つ
藩
主
で
あ
っ
た
行
信
の
命
に
よ
り
南
部
一
門
の
山
田
彦
市
が
二
十
五
代
を
相
続
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
波
木
井
南
部
家
の
血
筋
が
絶
た
れ
、
か
ね
て
よ
り
盛
岡
南
部
家
が
望
ん
で
い
た
と
こ
ろ
の
血
筋
の
者
が
遠
野
南
部

を
相
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
来
義
論
の
嫁
と
な
る
べ
き
は
ず
の
南
部
重
信
の
娘
慶
子
は
利
戯
と
結
嬬
時
に
利
戯
十
七
才
、
慶
子
十

五
才
で
あ
っ
た
。
南
部
利
長
の
孫
山
田
勘
解
由
を
跡
目
養
子
と
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
利
戯
は
南
部
二
十
七
代
信
濃
守
利
直
の
六
男
主
水

利
長
の
息
子
の
大
学
利
仲
の
子
と
い
う
こ
と
に
な
奄
利
戯
の
治
政
は
、
元
禄
十
二
年
か
ら
正
徳
二
年
（
一
七
三
）
ま
で
の
十
二
年
間

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
連
年
の
不
作
、
天
災
地
変
が
続
き
、
財
政
的
に
も
窮
迫
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
宝
永
四
年
四
月

に
利
戯
は
代
人
を
立
て
て
身
延
山
久
遠
寺
へ
登
ら
せ
て
い
る
。
又
、
自
身
は
遠
沽
亨
師
が
久
遠
寺
永
代
紫
衣
の
免
許
並
び
に
勅
願
寺
の
宣

旨
を
う
け
た
こ
と
に
対
す
る
お
祝
い
の
た
め
、
谷
中
瑞
林
寺
に
お
い
て
日
亨
師
に
対
面
し
て
い
る
。
利
戯
の
死
後
、
遠
野
南
部
家
二
十
六

代
を
相
続
し
た
の
は
、
南
部
藩
主
二
十
九
代
重
信
の
末
男
南
部
織
部
賢
信
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
善
之
助
信
有
で
あ
る
。
善
之
助
が
若
狭

と
名
を
改
め
て
相
続
し
た
の
は
正
徳
二
年
十
一
才
の
時
で
あ
る
。
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
若
狭
は
十
七
才
に
な
り
、
元
服
式
を
あ
げ
南

部
彌
六
郎
信
有
と
改
め
た
。
「
南
部
彌
六
郎
」
、
「
八
戸
彌
六
郎
」
の
名
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
英
修
先
生
著
の
『
波
木
井
南
部
氏
事
蹟
考
』

中
に
、

実
長
に
は
四
子
あ
り
、
長
子
は
彦
次
郎
、
次
郎
或
は
六
郎
次
郎
と
呼
び
字
を
清
長
、
韓
を
実
継
と
云
ひ
、
次
男
を
彌
三
郎
、
六
郎
三

郎
と
呼
び
、
字
を
家
長
、
諄
を
實
氏
と
云
ひ
、
三
男
を
孫
三
郎
（
彌
三
郎
）
、
六
郎
四
郎
と
呼
び
字
を
光
経
、
韓
を
祐
光
と
云
ひ
、

と
願
事
の
中
に
は
あ
り
、
自
身
の
病
気
回
復
が
無
理
と
悟
っ
た
義
論
が
、
嫡
家
筋
の
重
役
に
家
来
数
百
人
の
行
く
末
を
案
じ
て
書

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）
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享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
三
月
、
身
延
山
三
十
四
世
日
裕
に
上
人
号
宣
下
の
沙
汰
が
あ
っ
た
の
を
機
に
、
南
部
家
と
身
延
と
の
間
に
音

信
が
復
活
し
た
。
日
裕
は
将
軍
吉
宗
に
お
礼
言
上
、
三
月
二
十
九
日
に
江
戸
を
発
ち
、
四
月
十
一
日
京
着
、
二
十
八
日
参
内
、
五
月
二
十

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

延
宝
五
年
の
正
月
、
義
長
が
年
頭
の
賀
礼
の
た
め
に
藩
主
重
信
の
江
戸
邸
に
伺
候
し
た
時
、
重
信
が
年
始
の
賀
礼
を
受
け
る
と
、
お

ご
そ
か
に
態
度
を
改
め
て
、
「
貴
下
の
父
君
の
彌
六
郎
は
、
外
に
あ
っ
て
は
四
方
に
使
い
し
て
そ
の
主
を
恥
か
し
め
ず
、
内
に
あ
っ

て
は
一
藩
の
柱
石
と
し
て
重
き
を
な
し
、
そ
の
芳
名
は
世
上
に
鳴
っ
た
。
余
は
貴
下
の
朝
夕
を
見
る
に
、
父
彌
六
郎
に
優
る
と
も
劣

ら
ぬ
人
材
と
見
る
。
よ
っ
て
爾
後
父
の
名
彌
六
郎
の
名
を
継
い
で
、
諸
家
と
の
交
渉
に
当
る
べ
し
。
」
と
そ
の
襲
名
を
命
じ
た
。
義

長
は
再
三
辞
退
し
た
が
許
さ
れ
ず
、
爾
後
三
五
郎
を
彌
六
郎
と
改
め
た
。
そ
し
て
そ
れ
以
来
、
遠
野
南
部
家
嫡
家
の
当
主
は
、
藩
主

の
命
に
よ
っ
て
彌
六
郎
を
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
他
家
か
ら
遠
野
南
部
を
継
い
だ
二
十
五
代
利
戯
、
二
十
六
代
信
有
、
二
十
八
代
義
顔
に
は
、
藩
主
か
ら
彌
六
郎
襲
名
を
命
じ

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
公
文
書
な
ど
に
は
八
戸
彌
六
郎
と
記
し
て
あ
る
。

と
あ
窪 四

男
を
彌
六
郎
と
呼
び
韓
を
長
義
、
法
名
を
日
教
と
云
っ
た
と
云
ふ
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
や
う
。

と
あ
り
、
表
に
し
て
家
譜
、
諸
系
図
の
呼
称
、
本
尊
分
与
帳
の
呼
称
、
秋
山
氏
本
の
呼
称
を
あ
げ
て
い
を
波
木
井
家
の
名
は
長
義
が
継

い
で
い
る
が
、
遠
野
南
部
家
の
家
系
を
継
い
だ
の
は
実
継
の
系
統
で
あ
り
、
そ
の
二
十
二
代
直
義
か
ら
彌
六
郎
即
ち
長
義
が
よ
ば
れ
て

い
た
呼
称
で
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
遠
野
市
史
』
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
『
遠
野
古
事
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

三
日
裕
と
遠
野
南
部
家
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遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

四
日
身
延
に
帰
山
し
て
い
る
。
こ
の
慶
事
に
対
し
信
有
は
使
者
を
た
て
て
賀
意
を
述
べ
て
い
る
。
『
南
部
家
文
書
』
．
五
三
西
村
吉
左
衛

門
覚
書
」
に
よ
れ
ば
、
八
月
八
日
に
遠
野
を
出
発
し
、
十
九
日
江
戸
着
、
江
戸
で
身
延
山
へ
の
進
物
を
調
え
、
二
十
三
日
江
戸
を
発
ち
、

二
十
六
日
に
山
本
坊
へ
到
着
、
宿
と
し
て
い
る
。
山
本
坊
の
住
職
妙
光
院
は
久
遠
寺
の
役
人
で
あ
り
、
取
次
當
番
役
拾
人
の
な
か
の
一
人

で
あ
っ
た
。
久
遠
寺
の
勤
務
を
終
え
、
坊
へ
下
山
し
て
き
た
妙
光
院
に
対
し
、
「
上
人
様
江
若
狭
方
よ
り
上
人
號
宣
下
之
御
祝
儀
可
申
上

と
、
拙
者
為
差
登
申
候
由
」
の
旨
を
挨
拶
し
て
い
る
。
翌
日
日
裕
に
面
会
す
る
前
に
、
妙
光
院
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
な
う
の
で
あ
る
が
、

「
覚
書
井
地
引
之
御
書
写
置
文
写
将
軍
様
方
御
制
札
写
一
巻
、
御
山
御
代
々
之
御
貫
主
御
書
付
一
巻
、
此
方
様
御
家
之
御
代
書
一
通
、
彼

是
六
通
」
を
内
見
し
て
も
ら
う
の
で
あ
る
。
翌
二
十
七
日
、
久
遠
寺
へ
登
り
、
日
裕
に
面
接
し
、
覚
書
他
を
み
て
も
ら
っ
て
い
る
。
日
裕

は
地
引
之
御
書
の
写
し
を
み
て
、
身
延
山
に
格
護
さ
れ
て
い
る
真
筆
を
未
だ
見
た
こ
と
が
な
く
、
「
當
山
之
寶
物
故
住
持
に
成
候
て
も
、

自
分
に
は
紛
失
等
之
程
も
い
か
が
と
致
遠
盧
候
故
、
山
中
之
老
僧
共
立
合
致
詮
議
、
彌
有
之
候
は
ば
拝
見
に
入
可
申
候
」
と
い
い
、
翌
二

（
咽
）

十
八
日
日
蓮
聖
人
直
筆
の
地
引
之
御
書
と
日
圓
直
筆
の
置
文
を
文
台
に
の
せ
代
参
者
西
村
に
見
せ
る
と
同
時
に
日
裕
自
身
も
は
じ
め
て
み

る
の
で
あ
る
。
翌
二
十
九
日
に
は
、
山
本
坊
よ
り
波
木
井
之
郷
へ
出
家
衆
の
案
内
で
出
か
け
て
い
る
。
實
長
の
旧
跡
で
あ
る
梅
平
の
屋

敷
跡
を
は
じ
め
、
實
長
の
石
塔
、
八
幡
宮
を
訪
ね
て
い
る
。
こ
の
代
参
に
対
し
、
日
裕
は
八
月
二
十
八
日
付
け
で
礼
状
を
出
し
て
い
る
。

二
十
八
日
と
い
え
ば
代
参
の
西
村
氏
が
身
延
に
逗
留
中
の
こ
と
で
あ
る
。
日
裕
は
そ
の
書
状
を
西
村
氏
に
持
参
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

．
五
一
日
裕
書
状
」
に
は
「
猶
々
實
長
日
圓
公
之
不
存
御
喬
、
當
春
中
迄
別
疎
略
失
礼
之
儀
、
無
申
訳
候
」
と
あ
り
、
信
有
が
大
檀
越

実
長
公
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
失
礼
し
た
こ
と
を
詫
び
て
い
る
。
信
有
よ
り
い
た
だ
い
た
上
人
号
宣
下
に
対
す
る
祝
い
が
、
「
晒

（
測
）

布
三
疋
、
昆
布
一
折
、
新
金
五
百
疋
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
同
書
よ
り
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
又
、
同
日
付
け
の
手
紙
で
山
本
坊
内
の
見

静
よ
り
西
村
吉
左
衛
門
に
宛
て
た
．
五
二
久
遠
寺
諸
堂
覚
書
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
西
村
氏
が
「
身
延
山
逗
留
中
宿
坊
妙
光
院
御
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弟
子
見
静
坊
と
申
御
出
家
へ
、
身
延
山
之
御
堂
、
其
外
寺
院
號
有
増
に
も
御
書
被
下
度
と
申
候
得
ば
、
委
細
に
御
書
付
被
下
候
」
と
い
う

こ
と
で
書
き
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
寺
中
と
し
て
六
老
僧
開
基
の
六
ケ
坊
を
は
じ
め
、
参
詣
宿
坊
の
二
十
五
坊
、
月
行
事
を

勤
め
る
七
拾
三
坊
、
祈
祷
を
勤
め
る
三
十
六
坊
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
、
五
老
僧
の
名
、
拾
人
の
取
次
當
番
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
五
老
僧
は
智
應
院
、
格
致
院
、
本
國
院
、
本
理
院
、
圓
妙
院
と
あ
り
、
『
身
延
山
坊
跡
録
』
で
調
べ
て
み
る
と
、
智
應
院
は
松
井

坊
十
七
世
一
老
の
日
感
、
当
時
六
十
八
才
で
あ
る
。
格
致
院
は
高
雲
坊
六
世
、
裕
師
の
弟
子
で
当
時
四
十
一
才
の
日
慎
で
あ
る
。
日
慎
は

後
に
勅
許
律
師
上
人
を
賜
わ
り
、
延
山
の
一
老
を
つ
と
め
て
い
る
。
本
國
院
は
山
本
坊
十
九
世
、
学
禅
院
日
逢
の
弟
子
で
通
師
門
人
の
大

験
者
、
当
時
六
十
九
才
の
日
義
で
あ
る
。
本
理
院
は
杉
之
坊
十
六
世
、
本
行
坊
十
三
世
で
通
師
の
弟
子
の
日
住
で
あ
る
。
当
時
六
十
七

才
で
あ
り
、
後
に
一
老
に
就
い
て
い
る
。
圓
妙
院
は
林
蔵
坊
十
七
世
日
諦
で
あ
る
。
こ
の
時
は
五
老
で
あ
り
後
に
三
老
に
な
っ
た
と
の
記

録
が
残
っ
て
い
窪
取
次
當
番
の
拾
人
、
妙
祥
院
、
徳
成
院
、
遠
光
院
、
亮
光
院
、
智
光
院
、
観
妙
院
妙
光
院
、
亮
勝
院
、
観
了
院
、

亨
正
院
に
つ
い
て
は
、
妙
祥
院
は
下
ノ
坊
十
六
世
の
妙
浄
院
日
悦
大
徳
と
考
え
ら
れ
る
。
徳
成
院
は
真
浄
坊
の
十
一
世
で
通
亨
の
弟
子
、

後
に
高
祖
四
百
五
十
回
忌
の
享
保
十
六
年
（
一
七
三
）
に
は
一
老
と
し
て
遠
忌
を
奉
行
し
た
日
性
の
こ
と
で
あ
詫
遠
光
院
は
通
亨
に

弟
子
で
あ
っ
た
清
水
房
十
七
世
の
日
説
で
あ
る
。
亮
光
院
に
つ
い
て
は
、
『
坊
跡
録
』
中
に
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
智
光
院

は
省
師
門
人
で
定
林
坊
十
六
世
、
後
に
一
老
と
な
る
日
妙
で
あ
る
。
観
妙
院
は
、
や
は
り
省
師
門
人
で
志
摩
坊
十
二
世
の
日
完
、
日
完
は

勅
許
権
律
師
上
人
を
賜
わ
り
、
後
に
一
老
を
勤
め
て
い
る
。
妙
光
院
は
先
に
述
べ
た
通
り
、
山
本
坊
二
十
世
の
日
明
、
亨
師
の
弟
子
で
あ

る
。
亮
勝
院
は
大
林
坊
十
一
世
、
通
感
坊
四
世
の
日
禅
、
後
に
日
歓
と
改
め
た
。
観
了
院
と
は
、
円
台
坊
中
興
十
三
世
亨
師
の
弟
子
の

日
諦
。
亨
正
院
は
南
延
坊
十
世
、
通
感
坊
三
世
、
後
に
四
老
の
座
に
す
わ
る
日
運
、
日
運
も
亨
師
の
弟
子
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
て
み
る

と
、
当
時
の
身
延
山
久
遠
寺
の
要
職
に
つ
い
て
い
た
僧
侶
の
多
く
は
、
通
師
、
省
師
、
亨
師
、
裕
師
の
弟
子
が
多
く
い
た
こ
と
が
わ
か

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）
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『
南
部
家
文
書
』
中
に
は
、
老
僧
、
取
次
當
番
、
役
僧
、
院
代
等
の
諸
役
名
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
代
南
部
家
の
取
次
當
番
と
し
て

活
躍
し
た
の
は
南
部
家
の
宿
坊
山
本
坊
住
職
妙
光
院
日
明
で
あ
る
。
同
書
に
は
妙
光
院
の
名
が
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
妙
光
院
も

「
一
六
○
日
裕
書
状
」
の
中
に
「
妙
光
院
四
五
年
来
病
身
、
今
成
病
篤
、
終
に
十
月
二
十
八
日
餓
神
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
享
保

七
年
（
一
七
一
三
）
遷
化
し
て
い
る
。
時
に
五
十
七
才
で
あ
っ
た
。

山
本
坊
が
南
部
家
の
宿
坊
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
資
料
等
が
無
い
た
め
は
っ
き
り
し
な
い
。
だ
が
当
時
の
山
本
坊
は
、
六
老
僧

の
坊
跡
に
く
わ
え
て
、
山
内
で
は
有
力
な
坊
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
徳
川
家
の
宿
坊
で
も
あ
り
、
そ
の
関
係
か
ら
南
部
家
の
宿
坊
に

な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
南
部
家
の
身
延
参
拝
に
関
し
て
は
、
主
人
自
ら
が
来
山
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
家
老
等
が
代
参
と
し

て
身
延
へ
参
拝
し
て
い
る
。
元
禄
時
代
鳥
屋
部
六
郎
右
衛
門
が
義
論
の
代
参
を
し
て
い
る
が
、
享
保
時
代
に
は
い
り
、
西
村
吉
左
衛
門
、

是
川
宇
右
衛
門
ら
が
来
山
し
て
い
る
。
信
有
の
使
者
と
し
て
日
裕
の
上
人
号
宣
下
の
祝
儀
の
た
め
に
来
山
す
る
が
、
引
き
つ
づ
き
宇
夫
方

平
太
夫
が
代
拝
者
と
し
て
身
延
へ
登
っ
て
い
る
。
『
南
部
家
文
書
』
中
．
五
七
日
裕
書
状
」
に
は
、
．
昨
年
重
御
煩
之
節
、
此
山
七
面

神
之
御
誓
願
之
所
に
立
所
に
被
為
得
御
順
快
候
之
由
毛
頭
不
存
、
不
及
音
問
候
き
、
依
之
此
度
御
刀
洲
画
腰
奉
納
被
成
候
、
本
阿
彌
添

状
、
白
銀
包
寳
銭
等
」
と
あ
り
、
信
有
が
七
面
大
明
神
に
誓
願
し
た
と
こ
ろ
、
病
気
も
平
癒
し
た
の
で
太
刀
他
を
奉
納
し
た
と
読
み
と
れ

る
の
で
あ
る
が
、
同
書
「
八
戸
家
系
の
信
有
の
項
」
や
『
遠
野
市
史
』
を
み
て
み
る
に
、
信
有
が
病
気
を
し
た
の
は
享
保
二
十
年
（
一
七

三
五
）
五
月
下
旬
と
あ
り
、
医
薬
、
加
治
祈
祷
に
努
め
た
が
一
向
に
効
な
く
、
そ
の
ま
ま
重
態
と
な
り
六
月
四
日
夜
亡
く
な
っ
た
と
あ
る
。

ブ
（
》
○

四
身
延
代
参
と
取
次
当
番

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）
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「
一
五
七
日
裕
書
状
」
は
五
月
十
一
日
に
日
裕
よ
り
信
有
に
宛
て
た
も
の
で
あ
っ
て
、
五
月
下
旬
に
信
有
が
病
気
に
な
っ
た
時
の
書
状
で

は
な
い
と
す
る
と
、
信
有
は
享
保
二
十
年
の
前
に
も
病
気
に
な
り
、
そ
の
病
気
平
癒
を
身
延
に
依
頼
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

『
南
部
家
文
書
』
筆
の
資
料
に
も
、
あ
き
ら
か
に
誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
信
を
置

き
が
た
い
。
．
五
八
日
裕
覚
書
」
に
は
、
「
実
長
公
、
彦
次
郎
実
継
公
江
之
在
我
山
候
御
遺
書
之
趣
を
以
見
候
へ
ば
、
其
御
家
門
は
必
此

身
延
山
之
御
檀
越
に
無
紛
候
」
と
い
っ
て
、
南
部
家
は
代
々
身
延
山
の
檀
越
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
し
て
い
る
。
又
、
二
十
三
代
義
長
の

時
代
、
徳
川
綱
吉
の
命
に
よ
っ
て
家
系
図
を
編
輯
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
信
有
の
時
代
に
も
、
第
六

（
”
）

代
将
軍
家
宜
が
諸
大
名
に
対
し
、
家
系
譜
の
提
出
を
命
じ
て
い
る
。
信
有
は
宇
夫
方
政
周
を
し
て
そ
の
撰
修
を
命
じ
た
が
、
そ
の
結
果
、

実
長
以
来
の
身
延
と
の
関
係
を
強
く
認
識
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

取
次
當
番
役
と
し
て
妙
光
院
が
一
時
代
を
き
づ
い
た
の
で
あ
る
が
、
妙
光
院
も
病
気
に
は
か
て
ず
、
徐
々
に
他
の
當
番
役
に
引
き
つ
ぐ

こ
と
に
な
る
。
『
南
部
家
文
書
』
「
一
五
九
宇
夫
方
平
太
夫
覚
書
」
に
は
、
御
取
次
僧
妙
光
院
の
名
と
と
も
に
、
了
勝
院
の
名
が
み
ら
れ

る
。
「
御
奉
納
之
御
刀
、
祖
師
堂
江
之
御
初
尾
金
包
散
供
持
参
、
御
取
次
了
勝
院
と
申
出
家
衆
出
合
、
御
請
取
被
成
候
」
あ
る
い
は
「
了

勝
院
御
出
候
而
被
申
候
は
、
上
人
被
申
候
者
、
可
懸
御
目
候
之
間
、
羅
出
候
様
に
と
被
仰
、
妙
光
院
と
両
人
先
立
に
て
」
と
あ
る
よ
う

に
、
了
勝
院
が
活
躍
す
る
の
で
あ
る
。
了
勝
院
は
通
感
坊
四
世
で
、
亨
師
の
弟
子
で
あ
り
、
大
林
坊
の
十
一
世
亮
勝
院
日
禅
後
に
日
歓
と

改
め
て
い
る
僧
と
考
え
ら
れ
る
。
了
と
亮
の
ち
が
い
は
あ
る
が
、
享
保
時
代
に
活
躍
し
た
山
内
の
僧
を
調
べ
て
み
る
に
他
に
は
見
あ
た
ら

な
い
。
了
勝
院
は
勅
許
律
師
上
人
を
賜
い
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
七
十
才
で
遷
化
し
て
い
る
。
智
法
院
も
了
勝
院
も
と
も
に
大
林
坊
の

歴
代
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
後
に
南
部
家
の
宿
坊
が
山
本
坊
か
ら
大
林
坊
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
関
係
が
あ
る
の
で
は
と
考
察
し

た
。

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）
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遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

．
五
九
宇
夫
方
平
太
夫
覚
書
」
中
に
奥
院
の
再
興
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
「
奥
之
院
大
破
に
及
申
に
付
」
再
建
の
そ
の
用
材

を
他
所
か
ら
運
ぶ
こ
と
は
大
変
で
あ
る
が
、
身
延
の
山
の
木
で
用
が
足
り
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
。
考
え
る
に
實
長
日
圓
公
の
ご
寄
進
の

山
な
れ
ば
、
現
在
の
当
主
若
狭
（
信
有
）
様
の
ご
寄
進
の
材
木
と
考
え
ら
れ
る
と
日
裕
上
人
が
語
っ
て
い
る
旨
の
報
告
で
あ
る
。
さ
ら
に

御
牌
名
書
の
こ
と
と
し
て
「
過
去
帳
は
代
々
當
山
之
貫
主
直
筆
に
書
申
更
に
候
、
此
度
之
御
牌
名
も
祖
師
堂
江
納
置
候
」
と
あ
り
、
實
長

日
圓
公
以
来
の
歴
代
々
の
牌
名
を
書
き
込
み
、
そ
の
回
向
を
身
延
山
で
行
な
う
と
い
う
内
容
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
又
、
代
参
の
者

が
七
面
山
へ
参
詣
、
そ
の
時
の
別
當
の
名
を
敬
慎
院
と
し
て
い
る
が
、
七
面
山
本
社
を
さ
し
て
敬
慎
院
と
い
う
の
で
あ
り
、
別
當
の
名

と
い
う
の
は
誤
ま
り
で
あ
る
。
御
寶
前
に
お
い
て
八
人
の
出
家
衆
が
ご
祈
祷
を
し
て
く
れ
、
さ
ら
に
御
札
と
御
洗
米
を
も
た
さ
れ
て
下

山
と
あ
る
。
赤
沢
の
長
福
裁
ぱ
一
泊
後
、
身
延
山
の
奥
院
に
寄
り
、
そ
こ
で
は
三
人
の
出
家
衆
よ
り
御
祈
祷
を
受
け
て
い
る
。
奥
院
か

ら
は
三
光
堂
（
大
光
坊
）
の
道
を
通
っ
て
久
遠
寺
へ
と
下
山
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
久
遠
寺
に
も
ど
っ
て
く
る
と
「
今
日
當
番
御
取
次
徳

寿
院
と
申
出
家
御
出
合
候
而
」
と
あ
る
よ
う
に
、
前
に
述
べ
た
拾
人
の
取
次
當
番
の
中
の
徳
成
院
日
性
の
こ
と
を
さ
し
て
徳
寿
院
と
い
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
察
す
る
。
『
坊
跡
録
』
中
に
も
裕
師
代
当
番
役
と
あ
る
僧
で
あ
る
。
こ
の
徳
寿
院
の
案
内
に
て
、
日
裕
と
五

老
僧
の
六
人
が
立
合
い
で
実
長
公
奉
納
の
青
江
之
御
刀
と
實
長
日
圓
公
自
筆
の
御
書
共
一
巻
、
祖
師
自
筆
之
題
目
大
幅
も
の
二
幅
、
日

蓮
大
菩
薩
と
有
之
小
幅
之
御
懸
物
當
太
上
天
皇
様
御
震
翰
之
由
、
尊
氏
よ
り
南
部
次
郎
三
郎
殿
へ
之
御
書
御
懸
物
等
を
拝
見
し
た
と
い

七
面
山
で
は
八
人
の
出
家
衆
、
奥
之
院
で
は
三
人
の
出
家
衆
の
ご
祈
祷
を
受
け
た
と
い
う
が
、
は
た
し
て
身
延
山
で
は
ど
う
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
、
「
宇
夫
方
平
太
夫
覚
書
」
に
は
、
．
昨
晩
満
山
之
僧
を
集
、
御
祈
祷
相
勤
申
候
、
昨
晩
は
我
等
壹
人
に
て
御
祈
祷
勤
申
候
」

と
あ
り
、
宇
夫
方
氏
ら
代
参
の
者
が
七
面
山
へ
登
山
の
前
の
晩
は
、
満
山
の
僧
に
て
の
ご
祈
祷
を
勤
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
又
、
太
上
天

》
っ
○
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皇
様
御
震
翰
の
「
日
蓮
大
菩
薩
」
と
書
か
れ
た
懸
軸
の
由
来
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
「
此
御
震
筆
は
一
道
院
と
申
出
家
よ
り
出
申

候
」
と
あ
り
、
三
十
一
世
日
脱
の
弟
子
の
一
道
院
日
鵬
於
京
都
に
上
り
鴨
川
に
て
一
千
日
の
修
行
の
後
、
霊
元
上
皇
を
祈
祷
、
霊
験
あ
ら

た
か
で
あ
っ
た
た
め
日
法
は
大
験
者
の
輪
旨
を
賜
わ
り
、
身
延
山
へ
は
「
日
蓮
大
菩
薩
」
の
哀
書
を
賜
わ
っ
た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
坊
城
大
納
言
書
の
こ
れ
に
対
す
る
添
書
派
附
せ
ら
れ
て
い
る
ｏ

『
南
部
家
文
書
』
．
六
○
日
裕
書
状
」
に
は
遠
野
南
部
家
の
宇
夫
方
氏
よ
り
身
延
の
妙
光
院
へ
手
紙
を
い
た
だ
い
た
様
子
が
書
か
れ

て
い
る
。
そ
の
内
容
は
奥
院
再
興
の
件
、
本
堂
建
立
等
が
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
妙
光
院
が
五
十
七
才
で
遷
化
し
た
た

め
、
日
裕
よ
り
八
戸
若
狭
（
信
有
）
に
宛
て
手
紙
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
若
狭
か
ら
も
手
紙
と
共
に
名
産
品
が
日
裕
に
届
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
対
す
る
礼
状
も
書
か
れ
て
い
る
。
．
六
四
南
部
信
有
書
状
案
」
に
は
、
遠
野
南
部
の
歴
代
と
身
延
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
短
か

く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
戦
国
時
代
身
延
と
の
間
に
音
信
が
中
絶
し
、
二
十
三
代
彌
六
郎
義
長
が
「
登
山
晤
言
仕
度
希
候
之
盧
、
不
幸
に

而
短
命
」
世
を
去
っ
た
為
、
望
を
達
し
得
ず
、
そ
の
後
義
論
も
自
身
が
病
気
と
な
り
利
戯
も
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後

を
継
い
だ
信
有
は
、
義
長
の
素
願
を
達
成
す
べ
く
身
延
山
へ
力
を
そ
そ
い
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
は
享
保
十
六
年
三
上
兵
左
衛
門
が
代

参
に
て
身
延
へ
登
っ
た
折
持
参
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
上
氏
が
来
山
の
節
、
同
年
十
月
七
日
よ
り
十
三
日
迄
の
一
週
間
予
定
さ
れ
て
い
た

宗
祖
四
百
五
十
遠
忌
の
御
供
に
対
す
る
礼
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

代
参
人
の
名
と
し
て
鳥
屋
部
六
郎
右
衛
門
、
西
村
吉
左
衛
門
、
是
川
宇
右
衛
門
、
宇
夫
方
平
太
夫
、
三
上
兵
左
衛
門
氏
ら
の
名
が
あ
が
っ

て
い
る
が
．
六
六
日
日
裕
書
状
」
中
に
、
「
相
続
西
村
、
鵬
叫
宇
夫
方
氏
之
歴
々
依
登
山
」
と
あ
り
、
西
村
、
宇
夫
方
以
外
に
中
館
氏

の
名
が
み
ら
れ
る
。
中
館
氏
の
名
に
つ
い
て
『
遠
野
市
史
』
を
み
て
み
る
に
、
「
七
歳
の
幼
主
義
論
を
補
佐
し
て
政
治
の
当
局
に
当
た
っ

た
の
は
、
盛
岡
の
遠
野
屋
敷
に
お
い
て
は
家
老
の
中
館
勘
兵
衛
常
満
、
遠
野
に
お
い
て
は
城
代
家
老
の
新
田
小
十
郎
長
政
、
仕
置
家
老
福

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）
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前
に
も
述
べ
た
通
り
、
三
十
四
世
日
裕
に
上
人
号
が
宣
下
せ
ら
れ
、
そ
の
祝
意
を
述
べ
る
た
め
代
参
を
遣
わ
し
、
同
時
に
奥
之
院
再
建

の
相
談
等
、
手
紙
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
十
二
、
三
年
間
を
お
き
、
日
蓮
聖
人
四
五
○
遠
忌
の
頃
、
再
び
遠
野
と
身
延
と
の
間

に
音
信
が
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
手
紙
を
み
る
に
、
遠
野
二
十
三
世
義
長
以
降
の
身
延
山
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
再
確
認

す
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
前
に
交
わ
さ
れ
た
手
紙
類
が
残
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
祖
と
身
延
と
の
関
わ
り
を
何
度
も
書
い

て
い
る
。
そ
れ
に
答
え
て
身
延
日
裕
か
ら
も
実
長
が
身
延
山
を
開
關
し
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
義
長
が
身
延
と
遠
野
と
の
深
い

因
縁
を
認
識
し
、
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
こ
の
関
係
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
旨
の
手
紙
を
書
い
て
い
電

遠
野
南
部
家
に
は
「
身
延
山
代
参
覚
書
」
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
も
と
「
御
家
伝
抜
」
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
『
南
部

家
文
書
』
の
「
一
六
七
」
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
書
に
よ
れ
ば
、
波
木
井
六
郎
實
長
が
身
延
山
を
日
蓮
聖
人
に
奉
納
、
八
代
政
光
の

代
に
奥
州
八
戸
に
一
族
を
連
れ
て
移
っ
て
か
ら
数
代
の
間
、
世
は
戦
国
時
代
と
な
り
音
信
が
絶
侃
て
い
た
が
、
義
長
の
代
に
な
っ
て
復
活

し
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
又
、
江
戸
谷
中
瑞
林
寺
に
お
い
て
、
義
長
が
日
脱
に
拝
謁
、
義
長
は
御
太
刀
目
録
銀
馬
代
を
進
上
、
日
脱

か
ら
は
自
筆
の
曼
茶
羅
を
南
部
家
に
献
上
。
宝
永
年
間
二
十
五
代
利
戯
の
代
、
や
は
り
谷
中
瑞
林
寺
に
て
、
三
十
三
世
日
亨
上
人
へ
御
太

刀
目
録
を
進
上
し
て
い
る
。
延
享
三
年
十
月
二
十
五
日
は
日
圓
尊
儀
實
長
公
の
四
百
五
十
年
忌
で
あ
る
が
、
使
者
馬
場
九
右
衛
門
上
下
四

人
を
使
者
と
し
て
身
延
へ
登
ら
せ
て
い
る
。
久
遠
寺
へ
遠
忌
の
香
重
と
し
て
白
銀
百
両
を
、
久
遠
寺
上
人
へ
白
羽
二
重
試
疋
、
皮
革
一
箱

を
、
又
、
同
じ
品
を
一
圓
庵
隠
居
へ
も
届
け
て
い
る
。
さ
ら
に
砂
金
を
二
年
分
四
拾
石
を
奉
納
し
て
い
る
、
そ
れ
も
文
金
に
吹
替
る
た
め

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

田
甚
五
兵
衛
与
形
、
加
判
役
中
館
忠
佐
衛
門
常
久
が
中
心
に
な
っ
て
万
事
を
処
理
し
た
。
」
と
あ
る
の
で
、
中
館
氏
は
家
老
の
中
館
勘
兵

衛
と
考
え
ら
れ
る
。
中
館
勘
兵
衛
は
、
義
長
時
代
以
来
盛
岡
南
部
家
と
遠
野
南
部
と
の
連
絡
を
行
な
い
遠
野
南
部
の
中
心
と
し
て
活
躍
し

た
人
で
あ
る
。
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三
割
増
し
と
し
て
届
け
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
馬
場
氏
他
の
代
参
者
が
箱
根
等
の
関
所
を
通
行
す
る
為
の
通
證
文
の
発
行
願
い
を
出

し
て
い
る
が
、
そ
の
願
い
書
の
中
に
中
館
勘
兵
衛
の
名
が
み
ら
れ
る
。
中
館
勘
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
義
長
の
時
代

以
来
の
家
老
と
考
え
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
五
十
年
も
の
歳
月
が
経
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
中
館
勘
兵
衛
の
名
を
襲
名
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
延
享
三
年
は
身
延
は
三
十
七
世
日
寛
の
時
代
で
あ
る
。
遠
野
南
部
家
に
お
い
て
は
二
十
七
代
信
彦
の
時
代
で
あ

る
。
信
彦
は
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
よ
り
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
ま
で
の
十
二
年
間
の
治
政
で
あ
っ
た
が
、
隠
居
後
も
治
政
を
行

な
い
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
亡
く
な
る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ
た
。
二
十
八
代
を
相
続
し
た
の
は
八
戸
頼
母
義
文
の
長
子
の
彦
顔

で
あ
る
。
延
享
二
年
信
彦
の
嗣
子
と
な
り
遠
野
南
部
家
を
継
い
だ
の
で
あ
る
。
「
八
戸
彌
六
郎
家
来
馬
塲
九
右
衛
門
上
下
四
人
用
事
有
之
、

甲
州
江
罷
登
候
、
相
改
御
境
御
通
可
被
成
候
」
と
、
鮎
見
が
御
番
所
へ
宛
て
た
盛
岡
在
番
新
田
茂
左
衛
門
、
福
田
作
兵
衛
、
澤
田
彌
右
衛

門
、
中
館
勘
兵
衛
連
名
の
願
い
書
が
あ
る
。
延
享
三
年
九
月
二
日
に
遠
野
を
出
立
し
た
九
右
衛
門
ら
は
、
九
月
十
三
日
に
江
戸
到
着
、
江

戸
に
て
御
留
主
居
の
関
新
兵
衛
よ
り
箱
根
通
御
證
文
を
受
け
と
り
、
十
七
日
に
江
戸
を
発
足
、
二
十
二
日
に
身
延
山
へ
と
着
き
、
従
来
通

り
山
本
坊
を
宿
と
し
た
。
翌
二
十
三
日
身
延
山
へ
登
り
昼
食
を
よ
ば
れ
る
が
、
そ
の
饗
応
を
し
て
く
れ
た
の
が
全
良
院
と
い
い
、
『
南
部

家
文
書
』
中
に
は
家
老
僧
と
あ
る
。
身
延
山
の
院
代
、
も
し
く
は
五
老
僧
格
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
武
家
社
会
で
い
う
家
老
に
あ
た
る
よ
う

な
僧
と
い
う
こ
と
で
「
家
老
僧
」
と
称
し
た
の
か
。
全
良
院
が
言
う
の
に
、
明
日
明
後
日
、
即
ち
九
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
両
日
に

法
事
を
営
む
と
い
う
の
で
あ
る
。
正
当
は
十
月
二
十
五
日
な
の
で
あ
る
が
、
「
寒
気
之
時
節
雪
国
故
、
一
派
之
寺
院
路
次
面
倒
え
筋
有
之

に
付
、
九
月
に
取
越
法
事
執
行
」
と
い
う
こ
と
で
一
ヶ
月
早
め
た
旨
の
事
情
が
わ
か
る
。
南
部
家
で
は
御
香
莫
他
日
寛
に
も
品
々
を
用
意

し
、
さ
ら
に
一
圓
庵
へ
隠
居
し
て
い
る
三
十
六
世
日
潮
に
も
品
物
を
用
意
し
て
い
た
。
九
月
二
十
六
日
身
延
を
発
っ
た
一
行
は
、
十
月
一

日
江
戸
へ
着
き
、
同
六
日
江
戸
を
発
ち
、
十
月
二
十
一
日
に
盛
岡
の
屋
敷
へ
帰
着
し
た
の
で
あ
る
。
．
六
七
身
延
山
代
参
覚
書
」
に
は
、

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）
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判
左
衛
門
他
で
あ
り
、
匪

云
」
は
誤
記
で
あ
ろ
う
。

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

宝
永
四
年
（
一
七
○
七
）
利
戯
の
代
の
代
参
の
こ
と
か
ら
、
延
享
三
年
日
圓
四
百
五
十
回
忌
の
折
の
代
参
の
事
、
寛
政
八
年
の
日
圓
五
百

回
忌
の
代
参
の
事
が
書
か
れ
て
い
る
。
宮
崎
英
修
先
生
著
『
波
木
井
南
部
家
事
跡
考
』
一
七
三
頁
に
、
「
寛
政
八
年
実
長
の
五
百
遠
忌
を

営
み
（
一
六
七
号
）
馬
場
九
右
衛
門
上
下
四
名
を
そ
の
代
参
と
し
て
上
ら
せ
」
と
あ
る
が
、
寛
政
八
年
の
五
百
遠
忌
に
上
っ
た
の
は
新
田

判
左
衛
門
他
で
あ
り
、
馬
場
九
右
衛
門
上
下
四
名
は
四
百
五
十
回
忌
に
身
延
に
上
っ
た
の
で
あ
り
、
「
五
百
遠
忌
…
…
馬
場
九
右
衛
門
云

寛
政
八
年
の
代
参
は
遠
野
南
部
二
十
九
代
怡
顔
の
時
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
身
延
は
第
四
十
九
世
日
地
の
時
代
で
あ
っ
た
。
九
月
十
七

日
江
戸
を
出
立
、
二
十
一
日
に
「
大
村
と
申
所
に
、
新
田
判
右
衛
門
参
候
」
と
あ
る
。
大
村
は
現
在
の
山
梨
県
東
山
梨
郡
牧
丘
町
の
こ

と
。
そ
の
大
村
ま
で
身
延
山
の
使
僧
が
迎
え
に
出
て
い
る
。
「
宿
坊
大
林
坊
と
申
僧
是
に
罷
出
居
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
従
来
山
本
坊
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
時
代
南
部
家
の
宿
坊
は
大
林
坊
に
変
わ
っ
て
い
た
。
身
延
へ
の
道
中
、
以
前
は
山
本
坊
が
宿
坊
で
あ
っ
た
の
が
大
林

坊
へ
変
わ
っ
た
旨
の
話
し
を
し
た
と
い
う
。
又
、
東
坊
と
い
う
僧
が
使
僧
と
し
て
口
上
を
述
べ
た
様
子
が
わ
か
る
。
二
十
二
日
久
遠
寺

へ
上
り
進
物
を
差
し
出
す
が
、
羽
二
重
試
疋
、
椎
茸
一
箱
、
封
状
目
録
の
外
香
重
白
銀
百
両
で
あ
る
。
大
林
坊
が
案
内
役
と
し
て
本
山

へ
の
ぼ
り
、
そ
の
時
本
山
の
役
僧
と
し
て
学
善
院
と
い
う
僧
が
立
ち
合
っ
て
い
る
。
学
善
院
は
覚
林
房
二
十
三
世
の
日
量
上
人
で
あ
ろ

う
。
信
行
坊
を
再
建
し
文
政
元
年
五
十
九
才
で
遷
化
し
て
い
る
の
で
、
寛
政
八
年
に
は
一
一
千
七
才
で
あ
る
。
さ
ら
に
院
代
と
し
て
潮
丸
際

が
出
合
い
接
待
し
て
い
る
。
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
両
日
久
遠
寺
へ
上
り
、
法
要
に
お
い
て
焼
香
、
祖
師
堂
へ
金
試
百
疋
、
真
骨
堂
に

試
百
疋
の
御
供
を
し
て
い
る
。
本
山
貫
主
か
ら
は
但
馬
様
（
怡
顔
）
に
対
し
湯
皮
一
箱
、
阿
部
茶
一
箱
を
お
土
産
と
し
て
も
た
せ
て
い

一
〈
》
０

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
日
蓮
聖
人
の
五
百
五
十
回
忌
に
は
、
工
藤
権
蔵
上
下
三
人
を
以
っ
て
代
参
せ
し
め
て
い
る
。
こ
の
時
の
香
莫

－42－



江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
身
延
山
と
南
部
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
二
十
三
代
義
長
の
時
よ
り
身
延
と
の
関
係
が
復
活
、

義
長
は
実
長
の
後
商
で
あ
る
と
い
う
誇
り
の
も
と
、
そ
の
後
二
十
四
代
義
論
、
二
十
五
代
利
戯
、
二
十
六
代
信
有
の
時
代
再
三
代
参
を
計

画
し
実
行
し
て
い
る
。
身
延
側
も
、
開
基
檀
越
の
末
商
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
厚
誼
が
復
活
し
て
い
っ
た
様
子
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
遠

野
南
部
家
が
実
長
の
直
系
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
長
が
波
木
井
に
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
波
木
井
を
姓
と
し
、
そ
の
末
商
が

身
延
に
住
み
続
け
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
波
木
井
彌
六
郎
長
義
（
波
木
井
家
）
の
流
れ
を
汲
ん
だ
十
代
三
河
守
義
実
日
浄

が
峯
城
に
て
自
害
、
南
部
波
木
井
の
家
は
滅
亡
す
る
が
、
そ
の
後
武
田
家
の
滅
亡
す
る
に
よ
っ
て
波
木
井
家
の
末
葉
も
身
延
の
町
へ
引
こ

も
り
生
活
を
し
て
い
燧
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
四
月
六
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
主
計
助
実
紹
日
見
も
そ
の
流
れ
の
人
で
あ
窪
日

省
上
人
代
元
禄
十
二
年
十
二
月
十
五
日
当
番
円
正
房
の
名
を
以
て
左
の
如
き
年
寄
役
免
除
の
申
渡
が
あ
っ
総

メ

ー
ナ
二

波
木
井
主
計
、
熊
王
重
郎
兵
衛
格
別
之
家
故
、
先
規
ヨ
リ
年
寄
役
不
二
相
務
一
候
得
共
、
中
頃
ヨ
リ
年
寄
役
二
相
成
候
、
就
レ
夫
年
寄

ラ
リ

役
相
務
候
テ
ハ
渡
世
之
障
ニ
モ
罷
成
候
条
、
如
二
先
規
一
御
免
被
し
下
候
様
ニ
ト
訴
有
レ
之
故
、
願
之
通
年
寄
免
許
、
乍
レ
去
格
別
之
家

レ

ニ
テ
候
間
、
大
切
成
相
談
之
節
者
相
加
へ
候
様
ニ
ト
評
定
中
ョ
リ
宿
太
郎
へ
被
し
申
渡
一
候
事

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

は
白
銀
三
拾
料
、
日
圓
様
の
ご
宝
前
へ
金
百
疋
と
あ
る
が
、
馬
場
九
右
衛
門
が
日
圓
上
人
四
百
五
十
回
忌
に
登
山
し
た
折
の
香
重
と
く
ら

べ
て
み
る
と
、
半
分
以
下
で
あ
る
。
日
圓
上
人
の
遠
忌
は
南
部
家
と
し
て
の
立
場
で
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
さ
れ
た
と
み
る
の
か
、
そ
れ
と

も
時
代
の
変
遷
で
そ
れ
だ
け
の
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
遠
野
南
部
家
藩
主
も
打
ち
続
く
凶
作
等
に
よ
り
、

経
済
的
に
不
安
定
な
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

五
お
わ
り
に
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遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

と
あ
る
。
大
檀
越
の
末
商
も
、
元
禄
の
頃
に
は
次
第
に
衰
退
し
町
中
の
課
役
に
従
事
す
る
の
に
困
窮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
祖
山
に

勲
功
あ
る
家
柄
ゆ
え
、
優
遇
措
置
を
講
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
身
延
山
久
遠
寺
発
行
の
『
身
延
鑑
』
が
徳
川
時
代
出
版
さ
れ
る
が
、
波
木
井

家
が
代
々
そ
の
発
売
所
、
即
ち
「
売
所
身
延
中
町
波
木
井
織
部
」
と
あ
り
、
「
身
延
か
が
み
井
に
絵
図
外
よ
り
一
切
出
し
申
さ
ず
候
」
と

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
つ
の
特
権
を
開
關
以
来
の
大
檀
越
の
子
孫
に
与
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
祖
を
た
ど
れ
ば
実
長
に
到
る
が
、

実
長
の
子
、
実
継
と
長
義
と
の
子
孫
と
し
て
一
一
十
数
代
を
過
ぎ
た
こ
と
に
よ
姥
身
延
の
波
木
井
家
と
遠
野
南
部
と
の
間
に
交
際
が
断
え

て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

（
２
）

（
３
）

（
４
）

註（
１
）
『
三
百
藩
藩
主
人
名
辞
典
』
に
、
「
重
信
（
一
六
一
六
～
一
七
○
二
）
陸
奥
南
部
藩
十
万
石
第
四
代
南
部
家
二
十
九
代
当
主
、
七
戸
家
を
継
ぎ
七

戸
隼
人
と
称
し
た
。
寛
文
四
年
九
月
藩
主
重
直
が
世
子
を
定
め
ず
卒
去
し
騒
然
と
な
る
。
重
直
の
弟
七
戸
隼
人
・
中
里
数
馬
に
南
部
藩
八
万
石
、

八
戸
藩
二
万
石
に
分
領
す
。
」
と
あ
る
。
『
南
部
史
要
』
二
二
頁
。

（
２
）
『
遠
野
市
史
』
五
一
頁
に
、
「
別
に
前
期
八
戸
南
部
、
後
期
八
戸
南
部
と
区
別
す
る
こ
と
も
あ
る
」
と
あ
る
。

（
３
）
『
遠
野
市
史
』
一
二
七
頁
参
照
。

『
遠
野
市
史
』
一
二
七
頁
一

『
遠
野
市
史
』
二
六
七
頁
。

〃
（
新
田
政
景
男
）

騨
早
課１
臘
牛

鳩
川
Ⅱ
川
砺
義
聖
Ｕ
Ｉ
尋
Ｕ

（
信
直
女
）

０２直
政

（
北
九
兵
衛
女
）

（
重
嚴
刻
ゴ

（
直
栄
弟
）

19

『
遠
野
南
部
家
系
譜
』
（
近
世
初
期
）
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＃
千

回
Ｉ
削
湘
Ｕ

（
南
部
織
部豊

（
山
田
大
学
女
）

（
七
戸
外
記
女
）

（
５
）
『
南
部
家
文
書
』
「
一
六
七
身
延
山
代
参
覚
書
」
中
に
そ
う
書
か
れ
て
い
る
が
、
寛
文
六
年
に
は
日
莚
は
身
延
の
狼
座
に
な
く
、
翌
七
年
（
一
六

六
七
）
に
二
十
九
世
と
な
っ
て
い
る
。

（
６
）
『
遠
野
市
史
』
一
三
八
頁
。
「
南
部
藩
が
幕
府
か
ら
江
戸
丸
ノ
内
、
大
手
町
一
帯
の
火
消
し
役
を
命
じ
ら
れ
た
。
」

（
７
）
『
南
部
家
文
書
』
．
四
七
南
部
義
論
願
書
写
」

（
８
）
『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典
』
二
三
頁
。
「
二
十
九
代
当
主
重
信
の
三
男
と
し
て
盛
岡
に
生
ま
れ
、
父
重
信
が
七
戸
家
を
継
承
し
行
信
こ
れ
に
従

う
。
寛
文
四
年
十
二
月
父
重
信
の
南
部
家
家
督
相
続
に
伴
い
世
子
と
な
る
。
」

（
９
）
註
（
４
）
で
あ
げ
た
『
遠
野
南
部
家
系
譜
』
参
照
。

（
皿
）
『
遠
野
市
史
』
二
六
六
頁
。

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

信26
直

一
利27
直

『
盛
岡
南
部
家
系
譜
』
（
近
世
初
期
）

重29利
信康

重28政
直直

家
直
（
「
南
部
史
要
』
に
は
経
直
と
あ
る
。
）

０３行
信

通
信

織
部
ｌ
信
有

慶
（
女
、
遠
野
南
部
第
二
十
四
代
義
論
室
、
の
ち
同
第
二
十
五
代
利
戯
室
。
）

柵
戯
ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
吟

Ｕ

（
山
田
大
学
男
）
船

（
南
部
雛
縮
矧
ゴ
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（
吃
）
『
遠
野
市
史
』
二
三
○
頁
。

（
蝿
）
『
岩
手
県
中
世
文
書
』
中
巻
三
頁
。

八
日
圓
置
文
写

ミ
の
ふ
さ
わ
の
御
事
ハ
さ
か
い
を
た
て
て
ゑ
い
た
い
き
し
ん
の
上
ハ
し
さ
い
し
ゃ
う
に
み
え
た
り
こ
れ
ひ
と
へ
に
ふ
も
そ
う
し
ん
の
け
し
や
う

ほ
う
お
ん
の
た
め
也
然
日
圓
か
あ
と
す
ゑ
ノ
ー
の
中
も
し
ふ
し
ん
け
た
い
の
と
も
か
ら
ミ
の
ふ
さ
わ
の
御
た
め
そ
ら
く
を
存
せ
ん
ふ
て

う
ふ
け
う
の
屋
か
ら
ハ
ー
ふ
ん
も
日
ゑ
ん
あ
と
を
し
る
へ
か
ら
す
け
し
や
う
の
心
さ
し
た
に
こ
と
な
る
あ
ひ
た
ミ
ら
い
ま
て
い
ま
し
め
お
く

（
皿
）
『
波
木
井
南
部
氏
事
蹟
考
』
一
三
五
頁
。

『
遠
野
市
史
』
二
三
○
頁
。

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）３
劃

ち
よ
（
女
、
遠
野
南
部
第
十
九
代
直
栄
室
。
）

（
八
戸
藩
主
、
八
戸
南
部
氏
。
）

利
戯
（
遠
野
南
部
第
二
十
五
代
。
）

三
豊
↓
女
前
同
第
二
十
六
代
信
臺

文
左
衛
門
（
山
田
氏
）
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（
邪
）
『
身
延
山
史
』
一
八
六
頁
。

（
路
）
「
身
延
山
史
』
三
一
八
頁
。
四
十
九
世
日
地
上
人
代
の
院
代
。
祖
山
第
五
十
五
世
山
主
。

（
別
）
『
み
の
ぶ
鑑
』
八
六
頁
。
「
波
木
井
の
一
家
も
峯
城
に
て
義
実
自
害
し
給
う
。
具
に
は
甲
陽
軍
鑑
に
あ
り
。
又
信
玄
の
代
に
南
部
下
野
守
を
国
中

追
出
し
給
う
よ
り
、
南
部
波
木
井
の
家
滅
亡
な
り
。
」
と
あ
る
。

（
妬
）
『
南
部
家
文
書
』
．
五
九
宇
夫
方
平
太
夫
覚
書
」
に
「
前
々
よ
り
日
圓
公
之
子
孫
と
申
傳
候
而
當
山
之
内
二
住
宅
之
者
有
之
候
へ
共
、
慥
二
そ

れ
と
分
明
成
儀
無
之
候
得
共
、
其
御
家
之
儀
委
不
存
候
故
、
此
方
之
家
ヲ
書
二
も
の
せ
置
申
候
由
二
候
、
右
之
家
當
時
主
計
と
申
候
而
、
」
と
あ

と
こ
ろ
な
り永
仁
参
年
十
二
月
十
六
日
日
圓
（
在
判
）

（
参
考
遠
野
南
部
）

九
日
圓
置
文
写

北
ハ
身
延
乃
嶽
東
ハ
寺
平
の
峯
南
ハ
鷹
取
ま
て
峯
の
あ
ら
し
を
さ
か
い
西
ハ
春
気
を
さ
か
い
也

永
仁
参
年
十
二
月
十
六
日
日
圓
（
在
判
）

（
参
考
遠
野
南
部
）

（
Ｍ
）
一
疋
は
二
反
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
六
反
。
十
文
を
一
疋
と
す
る
と
五
千
文
。
二
十
五
文
を
一
疋
と
す
る
と
一
万
二
千
五
百
文
と
な
る
。

（
妬
）
『
身
延
山
坊
跡
録
」
上
四
十
四
、
「
享
保
九
甲
辰
閨
四
月
十
一
日
七
十
一
才
、
當
山
三
老
」
と
あ
る
。

（
賂
）
『
身
延
山
坊
跡
録
』
下
七
十
二
。

（
Ⅳ
）
『
遠
野
市
史
』
三
二
五
頁
～
三
二
六
頁
。
「
幼
名
を
市
之
助
と
い
っ
て
、
中
居
林
宗
右
衛
門
与
真
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
…
…
…
若
い
時
か

ら
文
武
の
才
に
優
れ
て
い
る
と
し
て
知
ら
れ
…
…
」

る
。

米
沢
藩
領
。
現
山
形
県
。

『
身
延
山
坊
跡
録
』
上
三
十
八
、
岸
之
坊
廿
一
世
享
保
四
年
二
月
十
三
日
化
六
十
一
才
。

『
南
部
家
文
書
」
．
五
六
坊
城
俊
清
添
状
案
」

『
南
部
家
文
書
』
．
六
六
日
裕
書
状
」

妙
福
寺
の
こ
と
か
。

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）
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（
訂
）
『
身
延
山
史
』
六
一
頁
。

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

実
長遠

野
南
部
家
と
身
延
山
関
連
年
表

‐ロー‐q■q■‐一口1■◆ 一ー

■■■■

一口
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1■ー一・一．■q■■●

■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■
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実 ｜
畔宝

波
木
井
実
長
後
商
略
系

‐q■ローー ●‐－1■ー叩

－＝ロ■一口＝~－口一■ ー一＝＝＝ ＝ーー。

梨旦｜似
実
次
（
匹
創
）

）
ｌ
師
行
令

言
曼
ｌ
ム
ロ
嵩
Ｉ

次
弓
大
弓
が
ｔ
茸
十
二
侭
泪

日
、
為
一
一
武
田
氏
一
波
威
、
日
患

実
氏
一
報
垢

、
永
和
匹
年
弱

目
卒
、
日
遠

湘
剖
少
輔
、
文
畦
需

牛
四
月
六
日
、
日
咲

’
一

皿
ｐ
Ｈ
宝
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西
暦

元

号

身
延
歴
代



一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一

ノ､ノ､ノ､ノ､ノ､ノ、ノ､ノ､ノ､ノ､ノ､

九九九九九九九九九九八
九八七六五四三二一○九

一
六
八
八

一
六
八
四

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

一
六
七
五

一
六
七
六

元
禄
二

元
禄
三

元
禄
四

元
禄
五

元
禄
六

元
禄
七

元
禄
八

元
禄
九

元
禄
十

元
禄
十
一

元
禄
十
二

元
禄
元

貞
享
元

延
宝
三

延
宝
四

三
十
一
世

三
十
一
世

三
十
一
世

三
十
一
世

三
十
一
世

三
十
一
世

三
十
一
世

三
十
一
世

三
十
一
世

三
十
一
世

三
十
二
世

三
十
一
世
日
脱

三
十
一
世
日
脱

三
十
世
日
通

三
十
世
日
通

日日日日日日日日日日日

省脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱

遠
野
地
方
冷
害
・
凶
作
。

遠
野
地
方
冷
害
・
凶
作
、
米
価
暴
騰
。

遠
野
地
方
豊
作
。

二
十
四
代
義
論
元
服
（
十
七
才
）
・
二
十
五
代
利
餓
元
服
（
十
六
才
）
。

遠
野
地
方
洪
水
・
凶
作
。
八
戸
南
部
二
代
直
政
亡
く
な
る
（
三
十
九
才
）
。

久
遠
寺
日
省
書
状
・
久
遠
寺
當
番
知
法
院
書
状
。

南
部
義
論
願
書
写
・
義
論
家
督
を
利
餓
に
ゆ
づ
る
。

鳥
谷
部
六
郎
右
衛
門
を
代
参
さ
せ
る
。
義
論
亡
く
な
る
（
十
八
才
）
。

日
脱
東
山
帝
よ
り
紫
抱
勅
許
の
輪
旨
。

南
部
重
信
（
七
戸
隼
人
）
七
十
七
才
退
隠
。

二
十
三
代
義
長
亡
く
な
る
。
（
四
十
八
才
）

義
論
義
長
の
遺
領
を
相
続
。
（
七
才
）

二
十
二
代
直
義
亡
く
な
る
。
（
七
十
四
才
）

南
部
藩
主
重
信
幕
府
か
ら
江
戸
火
消
し
役
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

二
十
三
代
義
長
火
消
名
代
。

日
脱
自
筆
の
曼
茶
羅
本
尊
を
南
部
家
に
授
与
。
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一
七
○
三

一
七
○
四

一
七
○
○

一
七
○
一

一
七
○
二

一
七
一
三

一
七
一
四

一
七
一
五

一
七
一
六

一
七
一
七

一
七
一
八

一
七
○
五

一
七
○
六

一
七
○
七

一
七
○
八

一
七
○
九

一
七
一
○

一
七
二

一
七
一
二

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

正
徳
正
徳
正
徳
享
保
享
保
享
保

元
禄
十
六

宝
永
元

正正宝宝宝宝宝宝
徳徳永永永永永永

元
禄
十
三

元
禄
十
四

元
禄
十
五二元＋了六流四三二三二元五四三

三
十
四
世

三
十
四
世

三
十
四
世

三
十
四
世

三
十
四
世

三
十
四
世

三
十
二
世
日
省

三
十
二
世
日
省

三
十
二
世

三
十
二
世

三
十
二
世

三
十
三
世

三
十
三
世

三
十
三
世

三
十
三
世

三
十
三
世

三
十
三
世

三
十
三
世

三
十
三
世

日日日日日日 日日日日日日日日 日日日

裕裕裕裕裕裕 亨亨亨亨亨亨亨亨 省省省

久
遠
寺
日
裕
書
状
（
上
人
号
宣
下
せ
ら
れ
る
）
。

若
狭
を
南
部
弥
六
郎
信
有
と
改
め
る
。

妙
音
坊
徳
寿
院
日
閑
遷
化
。

南
部
通
信
亡
く
な
る
（
四
十
四
才
）
。
広
信
八
才
で
継
ぐ
。

山
本
坊
庫
裡
建
立
（
日
義
・
日
明
代
）

利
餓
亡
く
な
る
（
三
十
才
）
。

善
之
助
を
若
狭
と
改
め
て
二
十
六
代
を
継
ぐ
。

玄
理
院
日
儀
遷
化
。
亨
師
退
院
、
法
資
日
裕
に
譲
る
。

学
禅
院
日
逢
遷
化
（
七
十
四
才
）
。

遠
野
地
方
豊
作
。

遠
野
地
方
不
作
。

久
遠
寺
常
紫
衣
の
輪
旨
を
拝
受
。

二
十
五
代
利
餓
の
代
代
参
。
南
部
藩
主
信
恩
亡
く
な
る
。

遠
野
地
方
不
作
。

遠
野
地
方
凶
作
。

遠
野
地
方
冷
害
・
凶
作
、
南
部
重
信
亡
く
な
る
（
八
十
七
才
）
。

大
林
房
智
法
院
日
秀
遷
化
（
五
十
九
才
）
。
南
部
藩
主
行
信
亡
く
な
る
。

善
之
助
（
若
狭
）
盛
岡
城
下
に
誕
生
。
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一
七
二
三

一
七
二
四

一
七
二
五

一
七
二
六

一
七
二
七

一
七
二
八

一
七
二
九

一
七
三
○

一
七
三
一

一
七
三
二

一
七
三
三

一
七
三
四

一
七
三
五

一
七
三
六

一
七
三
七

一
七
三
八

七七
’
七
二
○

一
七
一
九

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

享
保
十
七

享
保
十
八

享
保
十
九

享
保
二
十

元
文
元

元
文
二

元
文
三

享
保
八

享
保
九

享
保
十

享
保
十
一

享
保
十
二

享
保
十
三

享
保
十
四

享
保
十
五

享
保
十
六

享
保
六

享
保
七

享
保
五

享
保
四

三
十
四
世

三
十
五
世

三
十
五
世

三
十
五
世

三
十
六
世

三
十
六
世

三
十
六
世

三
十
四
世

三
十
四
世

三
十
四
世

三
十
四
世

三
十
四
世

三
十
四
世

三
十
四
世

三
十
四
世

三
十
四
世

三
十
四
世
日
裕

三
十
四
世
日
裕

三
十
四
世
日
裕

三
十
四
世
日
裕

日日日日日日日日日日日日日日日日

裕裕裕裕裕裕裕裕裕潮潮潮寛寛寛裕

二
十
六
代
信
有
元
服
（
十
九
才
）
。
久
遠
寺
諸
堂
覚
書
。

一
道
院
日
法
遷
化
（
六
十
一
才
）
。
西
村
吉
左
衛
門
覚
書
。

霊
元
法
皇
の
哀
翰
を
身
延
に
賜
う
。

信
彦
、
盛
岡
に
誕
生
。

日
亨
遷
化
。

山
本
坊
妙
光
院
日
明
遷
化
（
五
十
七
才
）
。

松
井
坊
智
応
院
日
感
遷
化
（
六
十
八
才
）
。

山
本
坊
本
国
院
日
義
遷
化
（
七
十
三
才
）
。

本
行
坊
本
理
院
日
住
遷
化
（
七
十
二
才
）
。

高
祖
四
百
五
十
遠
忌
。
南
部
信
有
書
状
案
。

三
上
兵
左
衛
門
代
参
。

日
裕
退
歳
し
て
一
円
庵
に
閑
居
。

定
林
坊
智
光
院
日
妙
遷
化
。

真
浄
房
徳
成
院
日
性
遷
化
（
七
十
九
才
）
。

信
有
亡
く
な
る
（
三
十
四
才
）
。

波
木
井
主
計
助
実
詔
日
見
亡
く
な
る
。

義
顔
、
盛
岡
に
誕
生
。

延
山
一
老
瑞
光
日
貞
遷
化
（
七
十
二
才
）
。
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一
七
四
六
一
廷
享
三

一
七
三
九

一
七
四
○

一
七
四
一

一
七
四
二

一
七
四
三

遠
野
南
部
家
と
身
延
山
（
奥
野
）

元
文
元
文
寛
保
寛
保
寛
保

三二元‘丙四

三
十
六
世

三
十
六
世

三
十
六
世

三
十
六
世

三
十
六
世

日日日日日

潮潮潮潮潮

日
圓
尊
儀
四
百
五
十
遠
忌
。

馬
場
九
右
衛
門
代
参
。

大
林
房
了
勝
院
日
禅
遷
化
（
七
十
才
）
。

高
雲
院
格
致
院
日
慎
遷
化
（
六
十
五
才
）
。
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